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１．はじめに

2008年２月の中央教育審議会答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興
方策について：知の循環型社会の構築を目指して」では，“地域の教育力の向
上”のための具体的方策として，学校を地域の拠点として社会全体で支援す
る取組の推進があげられている。また，新聞紙上で話題となった「全国学力・
学習状況調査」（国語・算数・数学学力テスト）において成績が上昇した学校
では，地域・家庭・学校の緊密な連携や学校図書館の活用がその結果に大き
く寄与していることも指摘されている(')。こうした地域の教育力の向上にお
いては，何よりも家庭・学校・社会教育施設を結びつけるコーディネーター
等の人材の育成が必要であると考えられる。
学校図書館担当者は，学校図書館法に「他の学校の学校図書館，図書館，
博物館,公民館等と緊密に連絡し,及び協力すること」と規定されるように，
本来学社連携のコーディネーター（これ以降学習コーディネーターと称す｡）
としての役割を担っている。近年，学校図書館ネットワークが全国的に構築
されたり，保護者等の図書館ボランティアの活用も進んできており，学校図
書館担当者の学習コーディネーターとしての役割はますます重要になってき
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ているといえる。しかし，こうした学校図書館担当者の役割は一部の地域を
除いて十分に機能しているとはいい難い。その原因として２つの点があげら
れる。ひとつは専任の学校図書館担当者の学校への配置が遅れていることで
ある。もうひとつは各学校の活動を越えて地域全体の学習活動を術職するこ
とのできる学校図書館の専門職員がいないことである。特に後者の専門職員
は，今後の学校・社会・家庭の連携のキーパーソンとなり得るものと考えら
れる。その模範は米国に求めることができるが，日本でも学校図書館支援セ
ンター・スタッフ等の名称でようやく実現されはじめている。こうした学校
図書館支援センター・スタッフは，学校（図書館）と公共図書館の連携協力
を推し進めるうえで重要な役割を果たしている。そこで，本稿では学校図書
館支援センターの活動に着目し，その担当者である学校図書館支援セン
ター・スタッフの地域の学習コーディネーターとしての役割の可能性につい
て考察する。

２．学校図書館と公共図書館の連携協力の歩み

学校図書館と公共図書館の連携・協力は，古くて新しい問題である。公共
図書館による学校図書館への支援は，古くは図書館法が制定される以前の
1918年東京市立図書館の学校（図書館）への支援の事例まで遡ることができ
る(2)。そこでは，来館者への勧誘，図書館報・新着書目・図書館案内などの
配布，図書館貸出等への利便を図るなど，現在の公共図書館でも実施されて
いるようなサービスが既に実施されている。戦後においては,1971年の社会
教育審議会答申「急激な社会構造の変化に対処する社会教育のあり方につい
て｣，いわゆる46答申の中に生涯教育の理念が取り入れられたことにより，高
等学校を中心に図書館施設の社会への開放が行われたり，図書館関係雑誌に
おいて公共図書館と学校図書館との連携協力の特集が組まれたりするように
なる。しかし，両者の連携協力の動きは，「各公共図書館自身の独力による自
立（内的充実）が先決で，学校図書館との協力は少なくとも公共図書館側か
ら問題にすることは次の課題である」（京橋図書館長清水正三)(3)という発言
にもあるように，当時発展期にあった公共図書館にはかなりの温度差が見ら
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れるものであった。その後も学社連携は，その意義は認められつつも必ずし
も実体を伴う動きとして展開していくことはなかった。
l990年代後半になると，こうした状況に大きな転換が見られるようになる。

その契機となったのは，文部省（現文部科学省）が1995年から実施した「学
校図書館情報化・活性化推進モデル地域事業」（３年間）である。そこでは，
学校図書館にパーソナル・コンピュータ等の情報手段及び様々な情報ソフト
を整備し，他の図書館等とネットワーク化して，児童生徒の学習活動の支援
等を行う学習情報センターとして機能を充実・活性化することが図られた°
そして，その後もこうした基本的なコンセプトを共有した「学校図書館資源
共有型モデル地域事業｣，「学校図書館資源共有ネットワーク推進事業｣，「学
校図書館支援センター推進事業｣，そして2009年からは｢学校図書館の活性化
推進総合事業」の実施が全国的規模で進められてきている。こうした一連の
モデル事業は，旧来の一館独立型の学校図書館を情報ネットワークや蔵書の
相互貸借システムを備えた，学習情報センターへ発展させていくうえで大き
な貢献を果たしたといえる。しかし，その反面これらがモデル地域事業とし
て実施されたため，学校図書館の地域格差の拡大という新たな問題も生じて
きている。いずれにしても，現在の学校図書館には，少数ではあるが，地域
連携型の学習情報センターと呼べる学校図書館が生まれ，着実にその成果が
積み上げられてきているのである。
これまでの公共図書館と学校図書館の連携協力の動きを概観すると，その

発展過程を次のように整理することができるであろう．
(l)協調の段階相互の連絡(1960年代後半頃～）
（２）協力の段階公共図書館の支援(1970年代後半頃～）
（３）連携の段階互恵の関係・制度化(1990年代後半頃～）
（４）協働の段階共育共生の関係(2000年代頃～）
現在は，これらの発展段階において連携の段階から協働の段階へと全体を
推し進めていくことが課題となっている。協働の段階では，塩見昇が「両者
の協働により教育の中身をつくりだし，学校の教育活動を豊かにすること」(4)
と述べているように，教員と図書館員が協働して児童生徒の課題解決能力を
育成したり，地域教材を開発したりするなど，質の高い教育サービスを総合
的に提供することが期待されている。この段階においては，特に，様々な教
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育機関を結ぶ学校の窓口としての学校図書館担当者の役割が大変重要になっ
てくるといえる。しかし，現状ではその多くが図書館の専任ではない学校図
書館担当者の活動には様々な制約があり，学校図書館を支援するためのシス
テムの構築が必要となっている。

3．日本における学校図書館の支援システムの構築

学校図書館は，公共図書館や大学図書館と比較すると，その施設・設備は
貧弱であり，図書館サービスの基盤となる蔵書規模も見劣りする。新聞でも
しばしば報道されているように,公立小中学校の図書館の蔵書基準である｢学
校図書館図書標準」(1993年制定）を達成した学校は，小学校で45%,中学校
では39％に過ぎない状況（いずれも2007年度）である(5)。こうした現状にお
いて，学校図書館の支援システムの構築が学校図書館の活性化に不可欠と
なっている。
学校図書館支援システムの構築には，水平的な支援システム作りと垂直的
な支援システム作りの二つの方向性がある。前者には,1990年代後半から行
われてきた学校図書館ネットワークの構築があるが，その先駆的な例として
市川市の学校図書館ネットワークがあげられる｡後者の代表的な例としては，
さいたま市（当時浦和市）や袖ヶ浦市の学校図書館支援センター（以下，支
援センターと略す）の設置があげられる。
しかし，こうした支援センターが全国的に設置されるようになるのは，文

部科学省が2006年から実施した｢学校図書館支援センター推進事業｣(3年間）
においてである。この事業は，学校図書館間の連携や各学校図書館の運営，
地域開放に向けた支援等を行う支援スタッフ１名を支援センターに配置する
ほか，指定地域内の各学校に，支援スタッフと連携協力の下で諸事務にあた
る協力員を複数名配置することによって，学校図書館の機能の充実・強化を
図るというものである。その一般的な組織構成は，図のように教育委員会の
下に学校図書館支援センターと調査研究会議が設置され，協力員の配置され
た協力校と連携先としての公共図書館と図書館ボランティア等がさらにその
下に設置される。この事業では，全国59地域が指定され，各地で活動が行わ
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れてきた(6)。これらの支援センターの運営においては，支援スタッフが，学
校や図書館，博物館などの様々な教育機関との連携を調整する学習コーディ
ネーターとしての役割を果たしている。

図：学校図書館支援センター事業の組織構成
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４．学校図書館支援センター担当者の役割

支援センター担当者のコーディネーターとしての役割を考える前に，コー
ディネーターという多義的な概念について明確にしておくことが必要であろ
う。生涯学習の立場から浅井経子は，コーディネート概念を国レベルの審議
会答申や報告書等から検討し，その構成要素を広義には「情報提供｣，「マッ
チング｣，「相談｣，「企画・設計｣，「調整」の総体と捉え，また狭義には「マッ
チング」と「企画・設計」に「調整」が結びついたものであると捉えた(7)。
本稿では，これを踏まえ，さらに学校図書館に関する知見を加味して，コー
ディネートをプロジェクトの目的を達成するために「調整｣，「マッチング｣，
「企画・設計」の機能を通じて関係機関や個人とのパートナーシップを形成
する活動と捉えることにする(8)。また，これらの機能と密接に関連する「情
報提供｣，「連絡｣，「相談｣，「指導｣，「助言」などの諸活動は，コーディネー
ターがその役割（｢調整｣，「マッチング｣，「企画・設計｣）を効果的に行なう
ために必要な手段（下位概念）であると捉える。こうした概念的な枠組みか
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ら，各地で実施される支援センターの活動報告書と訪問調査等を基に支援セ
ンター担当者の具体的な活動内容とその成果や課題を分析した(9)。
支援センターは，設置場所によって大きく(l)教育委員会内（学校教育部，
教育センター）と(2)公共図書館内に分けられる。教育委員会内への設置の場
合は学校現場への指導・助言や一般教職員や図書館担当者の研修を行うのに
適しており，公共図書館内への設置の場合は蔵書の相互貸借，レファレンス
サービス等の公共図書館の資源を活用したサービスを提供するのに適してい
るなどの特徴が見られる。さらに，支援センターを設置した市の中には，「学
校図書館資源共有ネットワーク推進事業」等のこれまので文部科学省の事業
にも参加し，学校図書館ネットワーク（物流・人的・情報ネットワーク）を
既に構築している市が含まれている。こうした市の支援センターでは，学校
図書館ネットワークを活用した多様なサービスが提供されている。その代表
的な例として袖ヶ浦市の支援センターがある。
袖ヶ浦市支援センターを事例として見ると，その設置目的には，「学校図書

館どうし，あるいは私立図書館，市立郷土博物館などを結ぶ「人」・「もの」・
「情報」のネットワークをコーディネートし，きめ細かく支援する」ことが
あげられている('0)。そして，その具体的な業務内容には，①学校図書館向け
資料の収集・データベース化及び貸し出し，②レファレンス・所蔵調査，③
学校や外部への情報提供,④学校対象図書の頒布,⑤読書教育全般への指導・
助言，⑥図書館業務に関する質問・相談・指導，⑦蔵書構成・図書購入への
支援，⑧視察及び見学者への対応，⑨中央図書館・博物館との流通に関する
調整,⑩学校図書館図書データの集約･分析,⑪読書教育関係研究会の運営，
⑫読書教育関係Webサービスの管理・運営などのl2項目があげられている。
これらの業務は，袖ヶ浦市の学校図書館ネットワークや市内全校に配置され
ている読書指導員(学校司書)を活用することによって可能となるものである。
こうした支援センターの活動を担っている支援センター・スタッフは，その
職務について次のように述べている('')。
「全体をコーディネートするっていうふうに私の方も考えが変わってきて，
最初の頃は各学校の司書にあたる読書指導員さんをサポートするってい
う考えが大きかったんですね。でもだんだんそうじゃなくて，とにかく
いろんなところをコーディネートしていく，今のもそうですね，公共図
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書館と学校をコーディネートする｡であとは,博物館と学校図書館をコー
ディネートするっていうのもやったんですけど，・・・」
この支援センター・スタッフの発言には，その役割認識が，支援センター

の運営を通した学校図書館へのサポート（支援)から他の機関等との調整，
マッチング，企画・設計などのコーディネートへと転換してきたことが明確
に述べられている。実際，これまでの支援センターの活動実績と担当者の役
割認識を見ると，支援センター・スタッフが単なる学校図書館の支援者にと
どまらず，学校（図書館）と様々な教育機関や市民団体との連携協力を推し
進める学習コーディネーターとして一定の役割を果たしていることがわかる。
こうした支援センター・スタッフの活動の拡がりは，本来的に文化と教育と
を結びつける役割を担う図書館を連携の基盤に据えた点にあるといえるので
はないかと考える。しかし，多くの支援センター・スタッフの職務上の位置
づけは正規職員ではなく，事業が実施される３年間の嘱託職員である。その
ため，これを専門・正規の職員として位置づけていくことが事業後の課題と
してあげられる。

まとめ

これまで学校図書館システムの役割とその事例として，袖ヶ浦市の支援セ
ンターの活動と支援センター・スタッフの役割について述べてきた。これま
での文献調査や聞き取り調査からは，袖ヶ浦市の支援センターと同じような
役割を果たしている支援センターは全国に見られ，それらも学校図書館と公
共図書館の連携を軸に地域の教育活動の充実に寄与している。こうした支援
センター・スタッフには図書館員としての一定の専門（技術）性が求められ
るが，保持する専門的資格や経歴はさまざまであり，その身分は非常勤職員
にとどまるものが多い。こうした支援センター・スタッフの位置づけでは，
長期的展望に立って地域の教育力の向上に寄与することは難しく，学校（図
書館）と他の教育機関との連携協力を推進する学習コーディネーターとして
の役割を担うには限界がある。
学校・家庭・社会教育機関が連携協力し地域の教育力を向上していくため
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には支援センターを整備し,地域の教育機関の連携協力の一員として学校(図
書館）を活用していくことが有効であると考えられる。しかし,2008年度の
財務省の「予算執行調査」によると，学校図書館支援センター推進事業の終
了後もその取組を同規模で継続することを予定している自治体はl5%に過ぎ
ず，その53％は事業を縮小して継続するする方向にあり，学校図書館支援セ
ンター・スタッフの継続的配置や常勤化は難しい状況にある('2)。そこで，そ
の実現のためには，各自治体が教育センターの附属図書室や学校の空き教室
の活用をするなど様々な工夫と取組が必要になる。しかし，まず必要なこと
は，支援センターとその専門スタッフの役割や配置に対する教育委員会や社
会教育機関の理解と協力を得ることであるといえるであろう。
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